
HDS27-15 会場:418 時間:5月 1日 14:30-14:45

確率論的津波ハザード評価に向けた浸水深ハザード評価の検討
Inundation hazard mapping toward probabilistic tsunami hazard assessment
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平成 24年度から開始した日本周辺海域の津波ハザード評価に向けた取り組みの一環として、津波遡上範囲における確
率論的なハザード情報を面的に表現する手法の検討を行った。これまでの津波ハザード評価では、ある想定地震とその発
生確率を考慮した津波シミュレーション結果を用いて、海岸線や沿岸などの評価地点における津波水位の頻度を確率論的
に推定し、海岸部の脆弱性が評価・研究されてきた。主に重要施設周辺を対象にしているが、市街地や河川周辺などの
浸水想定区域に対して同様の評価を行うことも今後必要になると考える。また、全国を概観した確率論的津波ハザード
評価では、津波波源となる可能性のある全ての震源を設定することで、日本全国の沿岸津波水位を確率論的に予測・評
価することを試みている。しかし、津波シミュレーションに必要な膨大な計算とデータ処理のため、陸域の最小計算格
子サイズは 50mに設定されている。そのため、浸水深分布を正しく表現することが難しい。地形データの解像度を細か
くし計算格子サイズを小さくすることで、より詳細な浸水深ハザード評価を行うことができると期待できる。
そこで本研究では、陸前高田市市街地を例に、市街地周辺の地形データと計算格子サイズを 10mで設定し、津波遡上

範囲の各計算格子において浸水深のハザード曲線を作成し、確率論的な浸水深分布を予測した。想定した地震は長期評
価などに基づいた多数の震源と発生頻度で設定した。ある閾値に達する浸水深の年超過確率は、波源モデルの年頻度と
地震発生確率から求めた。
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